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ジョロウグモは青森県から沖縄県まで広く分布し、目にすることも多い普通種ですが、日本のクモのなかでは珍しい生態を持っています。　

■卵越冬をする

晩夏から初秋にかけて成熟した雌は交尾後、樹幹や葉上、壁面に産卵します。卵は糸にくるまれて卵嚢となります。ジョロウグモの卵は発生が途中で止まり休眠状態で越冬します。発生が再開するのは翌年の初夏です。卵発生の制御には温度と日長が関係しているようです。秋に産卵する多くのクモは卵嚢の中で子グモが孵化、脱出して幼体越冬する種類が多いのですが、ジョロウグモは卵越冬する数少ないクモです。

初夏に卵嚢から脱出したジョロウグモの幼体は数日間、集団ですごします。この集団はまどいと呼ばれます。その後、脱皮し分散して独り生活を始めます。

■一回産卵である

本州のジョロウグモの産卵は普通は一度だけですが、沖縄県のジョロウグモでは二回目の産卵が珍しくありません。本州でも二回目の産卵がときどき観察されます。

■網は三重構造で主網には足場糸が残っている

クモの円網はたいてい一枚だけなのですが、ジョロウグモの網は主網の前後にバリヤー（防護網）と呼ばれる補助網があります。食べカスや脱皮殻などが吊るされている方が後ろ側です。

主網は幼体期には円形、成体では下方が大きく馬蹄形になります。そのため蹄型円網とも呼ばれます。コガネグモやオニグモなどの円網と異なり、網の横糸が細かく張られ、五線譜のように見えるのも特徴です。この五線譜のような横糸はクモが網を張る途中で中心から外側へ張った足場糸をそのまま切らずに残した結果です。

■昼行性だが網は夜間に張り替える

ジョロウグモが餌捕獲などの活動をするのは主に昼間ですが、粘性を失った網の張り替えは夜間に行います。たいていは網の半分を張り替えます。網に懐中電灯の光を当ててみて下さい。光る方の半面が新しく張り替えた網です。

　　　

■性選択

　オスはメスより早く成熟し、自分の網を張らずに成熟直前のメス（亜成体）の網に侵入して同居し、メスを他のオスからガードしています。メスの最終脱皮直後に求愛し交尾してしまいます。メスの網上でオスどうしによるメスの取り合いが起こります。体の大きいオスが勝ち、メスに近い位置に陣取り、中心オスとなります。負けたオスは周辺オスとなります。オス間闘争の結果、脚を失うオスも多く見られます。

9月後半には１匹のメスの網に0から複数匹のオスが見られます。オスどうしの関係やメスの違いなどに焦点をあてた研究も面白いでしょう。8月に早く成熟するメスは体がやや大きいため、繁殖期の初期8月には雌雄とも大型どうしの交尾が、後期10月には残った小型の雌雄が交尾していると推定していますが証明されていません。
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